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私は高校生の時にテレビでみた顕微授精の映像から「生殖」に興味をもちまし

た。医学部に入学後いろいろ学んでいく中で、自分が進んでいく診療科として麻

酔科、内分泌内科、産婦人科を考えるようになりました。麻酔科は薬を使うこと

で身体の状態が瞬時に変化するところが驚きでした。ホルモンもまた、体の状態

を変化させるものであり、麻酔科と同じような理由で内分泌内科と産婦人科に

関心をもちました。最終的には、もともと興味があった「生殖」に携わっていき

たいと考え産婦人科を選択しました。大学院では主に下垂体の生殖関連ホルモ

ンについて研究し、現在は視床下部を含めた生殖制御機構について研究を行っ

ております。もともと興味があったことについて学び続けていける境遇にいる

ことは、とてもありがたいことだと感じております。内分泌関連の学会に参加す

ると基礎の研究者の方々とお話をさせていただく機会があります。生殖以外の

内分泌について学ぶことや、ヒト以外の生殖について知ることは大変に興味深

く、わくわくするものです。まだ学生だった人達が修士課程終了後も研究者とし

ての道を進んでいく姿をみて私も刺激を受けているところですが、男女問わず

このような若い人達がどんどん活躍できるような環境になるよう内分泌学会が

先陣をきっていければと思います。 

 産婦人科は他の診療科と比べ女性医師の占める割合が多い科で、産婦人科

勤務医の 45％以上が女性ですが、ワークライフバランスの取り組みができてい

るとは言い難いです。私のいる島根大学の産婦人科医局は 75％が女性で、島根

県全体をみても 50％以上が女性医師です。子育て中の医師や、介護中の医師も

多くいます。共働きの家庭も多く、夫の当直や出張の都合で妻の働き方が制限さ

れたり、夫の転勤に伴って妻のほうが移動をしないといけない状況もあります。

また昨今のコロナ禍では保育園や小学校が休園、休校となってしまい、急に仕事

を早退したり休んだりする状況が頻繁におこりました。もちろん夫の協力もあ

りますが、やはり母親が主に育児をする家庭が多く、働ける医師も休まざるをえ

ない医師も厳しい状況が続きました。このような中で、仕事・育児・介護の両立

や、キャリアアップをしていくためには、働き方の構造の大きな改革と、自身の

ワークライフマネージメントが重要であり、そのことを普及していく必要性を

感じました。 

 産婦人科はとてもやりがいのある仕事です。私は生殖内分泌を専門に診療

もおこなっていますが、分娩に立ち会った赤ちゃんが中学生になり月経痛で来

院したり、不妊治療で通っていた患者さんが更年期になっても通院していたり、

思春期からずっとみている患者さんもいます。まさに女性の一生涯を通じて携

わることができるのは大きな魅力です。自分の興味があること、やりたいことに

情熱を持っている若い人達が、男女関係なく仕事を継続し、活躍できる環境を整

備することができるよう私も JES We Can の活動を通し寄与できたらと思います。 


